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【は じめ に】

　東 ア ジ ア に お い て 乾性沈着 の フ ィ
ール ド研究 の 知 見 が蓄積 され つ つ あ る。 こ れ らの 研 究 の フ ラ ッ ク ス 観測

で は主 と して 濃度勾配法が用 い られて きたが、こ の 方法は 、サ ン プ リン グ中の 大気を定常状態 と仮定す るた

め 長時間のサン プ リン グ に お い て は 不確実性が 大きくな る 。 乾性沈着の 直接測定法で精度が高 い も の と して

渦相関法が挙げられ るが、10Hz程度の高時間分解能で 成分濃度 を測定するため、エ ア ロ ゾル 等の微量成分に

は適さない c こ の よ うな微 量成分 の 乾性沈着直接測定法 と して 緩和渦集積（REA ）法が有効で ある 。 前回、こ の

REA 法をエ ア ロ ゾル フ ラ ッ クス の 測定に適用 した試作機 の 開発 につ い て報告を行っ た（三宅、松田、2011）。

　本研 究 で は エ ア ロ ゾ ル フ ラ ッ ク ス の 季節変化等 、長期観 測 に 対応 で き る よ う当該試作機の サ ン プ リン グ法

を改良 し、そ の 検証 を行 っ た結果を報告す る。

【方法】

　改良 した試作機の 概要を図一1 に 示す。試作機は 、三次元超音波風速計 とエ ア ロ ゾ ル の 捕集 ライ ン お よびそ

の 切 り替え器よ り構成 され て い る 。
エ ア ロ ゾル は フ ィ ル ターボ ル ダを用 い 、サイ ク ロ ン を通過 し分級 され た

後 に鉛直風向別に 捕集ラ イ ン を切 り替え捕集 し た。また、鉛直風上 向き（up ）と下向 き（down）の 問に しき い値

（Deadband）を設 け、　 up と down の エ ア ロ ゾル 成 分の 濃度 差を よ り明確 に 測定 で き る ように し た。

　鉛直風 は、水平 な地形にお い て 平均値がゼ ロ に な るが、実際 の フ ィ
ー

ル ドにお い て 完全 に水平 で ある事 が

少な い 事 か ら鉛直風 の 平均値を Deadband の 中心 と し、10 分毎に鉛直風 に 連動 させた 。 また、長期観測 へ の

適用 を考え た と き に Deadband の サ ン プ リン グ割合は鉛直風 の バ ラ ツ キ に 依存するた め、サ ン プ リ ン グ時間中

に 均
一

な分配 が で きる よ う配慮 し な け れ ば な ら な い 。よ っ て Deadband の 幅を鉛直風 の バ ラ ツ キ （標準偏差）

に伴 っ て 連動 させ up 、　down と同等 の サ ン プ リン グ割合が得 られ るよ うに改良 し た。1 週 間サ ン プ リン グを想

定 して、流量 を 5Umin に設定 した。

　改良後 の 試作機 の 捕集精度 とサ ン プ リン グ割合の 検証 の た め に 2012 年 5〜6 月 に東京都多摩地域に あ る明

星大学 3 号館屋 上 で テ ス トを行 い 、改良前の 試作機の サ ン プ リン グ

割合と 比 較 し た。ま た 、無機イ オ ン 成分 に お い て 肥 A 法 3 ライ ン の

合計濃度 （up ＋down ＋deadband） と Reference の 濃度を比較 し た。

【結果お よび考察】

　 図一2 に Deadband 設定 を改 良す る前 後 の 3 ライ ン の サ ン プ リン グ 割

合 を示す 。
Deadband 幅を

一
定値 （± 0．lm ！s ） と し た場合 （改 良前）

の サ ン プ リン グ割合 は 、 up と down で 、 それ ぞれ 42°

／。，43°

／。 と同 レ ベ

ル で ある もの の Deadbandが 15％ と低 か っ た 。

一
方 、　Deadband幅 を変

動 （± 0．4 σ ） させ た場合 （改良後） の サ ン プ リン グ割合は、3 ライ

ン それ ぞれ 約 33％ と均 等 な捕 集割 合 を示 した 。 こ の こ とか ら、

Deadband の 設 定改良後 の REA 試 作機 は、鉛直風 の バ ラ ツ キ の 増減 に

対応 し 、長期サ ン プ リン グ に お い て も対応 で き る こ とが 示 唆 された。

また、3 ライ ン の サ ン プ リン グ割合が均等 に な り、Deadband の サ ン

プ リン グ割合が向上 し た こ とか ら、Deadband の サ ン プ ル の 化学分析
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